
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１３年６月９日               NO,３５７ 

 

 むかし寺久保坂の畑が 

何者かによって踏み荒ら 

され、さらに町田でも同 

じようなことがおこるよ 

うになりました。 

 馬の足跡があったこと 

から、どこかで飼ってい 

る馬ではないかというこ 

とになり、それぞれの家 

では夜に馬を見守ることになりましたが、どこの家の馬でもな

いことがわかりました。 

そのうち歓楽院の絵馬の仕業ではないかということになり、

画家に頼んでこの絵馬に「たずな」を

描いてもらったら、畑荒らしがなくな

ったと伝えられています。 

三光院の観音堂の厨子の両側に、二

頭の白馬像があり、真田伊賀守の婦人

が寄進したと伝えられています。 

昭和１５年（１９４０）に白馬並び

に提灯を奉納との記録があり、現在の

白馬は、この時期に修理したか、新し

く奉納したものと考えられます。 

  

 
こ
ん
に
ち
は
。
安
倍
政
権
の
暴
走
が
心
配
。
民
主
党
の
混
乱
に
は
あ
き
れ
果
て
た
。
「
第
三
極
」
を
宣

伝
し
て
い
た
日
本
維
新
の
会
な
ど
の
逆
走
も
危
険
―
昨
年
の
総
選
挙
か
ら
半
年
近
く
た
っ
て
、
こ
う
し
た

声
が
広
が
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
政
権
が
す
す
め
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
言
わ
れ
る
経
済
政
策
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
憲
法
９６
条

改
定
を
先
行
さ
せ
た
改
憲
の
動
き
、
戦
争
へ
の
無
反
省
な
ど
の
暴
走
は
、
国
民
と
の
間
の
溝
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
の
国
際
的
孤
立
を
招
く
な
ど
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
は
な
か
ら
破
綻
状
態
で
す
。 

 

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
く
ら
し
や
経
済
が
よ
く
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
る
国
民
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
円

安
で
食
料
品
な
ど
の
価
格
が
上
昇
し
、
大
企
業
の
利
益
を
増
や
し
て
も
賃
金
や
雇
用
は
改
善
さ
れ
ず
、
株 

 
 

 

価
も
乱
高
下
を
く
り
返
し
制
御
不
能
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
主
党
も
国
会
で
自
民
・
公
明
と
談
合
を
く
り
返
し
、
法
案
成
立
に
手
を
貸
す
だ
け

で
野
党
と
し
て
の
立
場
も
な
く
、
迷
走
を
く
り
返
す
ば
か
り
で
す
。 

 ６月定例市議会が４日開会し、「原発事故子ども・被災

者支援法の適用を求める請願」「子ども・子育て支援新制

度の導入に関する意見書提出を求める請願」「生活保護基

準の引き下げはしないよう意見書提出を求める請願」を

民生福祉常任委員会へ、「最低賃金の改善と中小企業支援

策の拡充を求める意見書についての請願」を経済建設常

任委員会に付託しました。 

 民生福祉常任委員会は１１日、経済建設常任委員会は

１２日開かれ、それぞれ１０時からはじまり、傍聴する

ことができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １６日に開かれた「さよなら原発１０万人集 

会」には、全国各地から１７万人が参加し、原 

発ゼロを求め熱気にあふれました。 

 原発をなくす全国連絡会、「さよなら原発一千万署名」市民の会、首都圏

反原発連合による共同行動が２日、明治公園、芝公園２３号地で集会が開

かれ、３つのグループが合流して国会前で、「原発の再稼働反対」「原発は

いらない」の声を政府に突きつけました。 

 明治公園の集会では日本共産党の志位委員長が、「原発の再稼働を許さ

ず、即時ゼロへともにがんばりましょう」と、あいさつしました。 

 群馬県消防協会利根沼田支部消防ポンプ操法競技会が

２日、沼田公園野球グランドで開かれ、ポンプ車の部８     

チーム、小型ポンプの部９チー

ムが参加しました。 

 小型ポンプの部では、沼田市

第４分団第５部（薄根地区）が

優勝し、ポンプ車の部では昭和

村が優勝しました。 


